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変わっていく学校 
 

政府によるＧＩＧＡスクール構想の予算が昨年末に閣議決定され、補正予算に組み込まれました。一人

１台の端末と高速通信が各学校に導入される予算です。また、経済産業省の未来の教室構想も動き出して

います。 

文部科学大臣のメッセージにもありましたが、Society 5.0時代に生きる子どもたちにとって、ＰＣ端末

は今後、鉛筆やノートと並ぶマストアイテムとなることは疑う余地がないところです。社会を生き抜く力

を育み、子どもたちの可能性を広げる場所である学校が、時代に取り残され、世界からも遅れたままでは

いられません。また、先日行われたＯＥＣＤのPISA2018の調査結果では、学習活動におけるデジタル機器

の利用が他のＯＥＣＤ加盟国と比較して低調であることも明らかになりました。さらに、調査が紙に手書

きで解答する方式からパソコンで入力する方式に変更され、日本の子どもが機器の操作に慣れていないこ

とが調査結果に影響を与えている可能性があるともしています。 

昭和の時代、グランドピアノなど学校には家庭にないものが数多くあり、学校は時代をリードしていま

した。しかし現在、家庭にあるものが学校にはないという現実があります。また、世界の学校に当たり前

にあるものが、日本の学校には整備されていないという状況もあります。教育環境が子どもたちを変えて

いくことは間違いありません。一人１台の端末をどのように利用できるのか、それによって学びの質がど

のように変わっていくのか、学校がこれまでの常識を見直し、変わっていかなければなりません。 

 

私が新宿区の小学校の校長をしていたとき、ミャンマーから避難してきた戦争難民の子どもたちを受け

入れました。国際難民センターでの初期指導と学校での教育を並行して行い、日本に慣れるためのサポー

トをしました。本国にいた当時は、学校に通いにくい山間部に居住していた子どもたちでしたので、毎日

学校に通えること、それをとても喜んでいました。また、日本語が分からなくても、目をキラキラさせて

学べることに一生懸命に取り組んでいました。その姿から、学ぶことの本質を考えさせられました。 

 

日本の教育は、全てもれなく平均を目指す傾向があります。これからの社会では、一点突破のオリジナ

リティーも必要です。ＩＣＴを利活用し、より一人一人のよさを伸ばしていくことが求められます。通知

表が紙からクラウド上の映像や音声などに変わる時代も、すぐそこに来ていると思います。 

 

 

  

◆学年のまとめをしよう 
 

 

 
◆安全な生活について振り返ろう 

 

生活指導部 

学年の締めくくりの月となりました。学校で
は、気持ちのよい挨拶、身の回りの整理・整
頓、登下校の約束など、今年度の子供たちの生
活を振り返り、落ち着いて学習や生活ができる
ように指導してきました。 

それぞれのご家庭でも、今年度のお子さんの
生活を振り返り、新しい学年への心構えなどの
準備を行っていただきたいと思います。ご協力
をお願いいたします。 

生 活 目 標 
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２分の１成人式 

4年生担任 

 ２月１５日（土）に２分の１成人式を行いました。２分の１成人式は、成人の半分である

１０歳の節目をお祝いする式です。今まで育ててきてくださった保護者の方、関わってきた

全ての人への感謝の気持ちを忘れず、これからの自分の生き方について考える良い機会とな

りました。 

 子供たちは２分の１成人式を迎えるにあたって、自分史ノートを作成し、１０年間の出来

事を振り返りました。また、今まで生きてきた中で得意になったことやできるようになった

ことをグループで試行錯誤し、発表に向けて活動しました。式当日は、各グループとも活動

した成果を存分に出し切りました。全員の呼びかけの場面では、一人一人の思い出エピソー

ドも交えながら大きな声で伝えました。合奏、合唱では、普段なかなか伝えることができな

い感謝の気持ちを載せることができました。式後は各教室で感想文を書きました。その中に

は、「今は支えてもらっていることが当たり前だと思っているけれど、これからは、支えても

らっていることに感謝して生きていきたいです。」と書き記していました。この日のことを忘

れず今後も大きく成長していってほしいと思います。 

代表委員会担当 

代表委員会では、高陵中学校との挨拶運動を経て、「挨拶を通して気持ち良く一日をスター

トしてほしい、そのために、挨拶の習慣をつけてほしい」という目的を改めて掲げ、日々、挨

拶運動に取り組んでいます。 

最初は、“挨拶を返した児童にはシールを１枚配布する”としていましたが、代表委員会で

振り返りを重ねることで、“笑顔で挨拶”“大きな声で挨拶”“自分から挨拶”と、活動内容

も工夫されていきました。最近の挨拶ポイント（挨拶をしている児童をカウンターで計測、そ

の数を挨拶ポイントとする）は、毎日1000ポイントを超えています。地道な活動の成果が表

れていますね！これからも、気持ちの良い挨拶のできる笄小学校の児童を増やしていきたいで

す。 

挨拶運動実施中！ 

 最初は挨拶をしなかったり小さ

な声で挨拶したりする人が多かっ

たけれど、段々とそれが変わって

いきました。今では、大きな声で

自分から挨拶をする児童が増えた

ので、活動してよかったです。

（代表委員） 

 今まで、登校するときに挨拶が

できないことが多かったけれど、

最近は自分から挨拶ができるよう

になったと思います。（児童） 

 元気な声で挨拶ができると気持

ちが良いから、これからも挨拶を

していきたいです。（児童） 

代表委員会のメンバー（2/25担当） 



         

 

 
日本語学級 髙澤 美和 

  

 先月号の笄便りでもお知らせしたとおり、2月14日には「グループ活動」27日には「ワールド活動」に

取り組みました。 
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学校の教育活動はあと少しとなり、各学年が学習や生活面でのまとめの時期に入りました。私

にとって、この一年を振り返った時に印象深かったものが体力作り週間の「大縄跳び」です。学

級ごとに三分間の八の字跳びで、どれだけの回数を跳べるかに挑戦しました。クラスごとに記録

の伸びを目指して練習していきます。たくさん跳べた方がよいのに決まっていますが、そこがド

ラマの生まれる場面です。始めの頃は、失敗した子を責めてしまう言葉がつい出てしまいます

が、やがて「ドンマイ」など励ます言葉が多く聞かれるようになってきます。仲間の失敗を責め

ても、記録は伸びないのです。それよりも、どうしたら皆でより多くの回数を跳べるのか。それ

には、失敗しても大丈夫だよと自信を持たせる励ましの言葉をかけてあげたり、具体的にタイミ

ングを計って背中をそっと押してあげたりすることが大事だと、子供たちは自然に学んでいきま

す。六年生になると、回数も格段に増え、その跳び方はまるでサーカスの様相です。縄を見て跳

ぶのではなく、前の子の背中を見て、タイミングを計って跳んでいるのです。そのためには、跳

ぶのを待つ列の間隔をあけないことや、回数を声に出して数えタイミングをとっていくことが重

要です。そしてなにより、縄を回している子も含めて仲間を信じることです。前の子が引っか

かったら…と考えずに、続いて跳んでいくしかないのです。 

前の子の背中が次の子の跳躍へつながり、また、その子の背中も次の子につながる。こうした

「大縄跳び」に対する最上級生の真摯な姿もまた、次の笄小の担い手である五年生に引き継がれ

ていきます。 

２月１４日（金）１・２校時（学校公開日）           

ワールドスタンプラリー                 

関係のある国について６年生の前で発表し、交流

しました。 

２月２７日（木）の朝～１時間目 

ワールド活動 

全校児童や先生方の前で、自分に関係の 

ある国について発表しました。 



 

 ３月の予定 

 

住 所：〒106-0031  

    東京都港区西麻布3-11-16 

電 話:  ０３（３４０４）１５３０ 

FAX :  ０３（３４０８）４０７９  

 

 

 

 

 

４月  ６日（月） 始業式・入学式 

    ９日（木） 保護者会 

   １６日（木） 全国学力・学習調査（６年） 

   １８日（土） 引き渡し訓練 

   ２３日（木） 区学力調査（２～６年） 

   ２４日（金） 区学力調査（４～６年） 

   ２７日（月） 個人面談① 

   ３０日（木） 個人面談② 

 ５月 １日（金） 離任式 

    ８日（金） 個人面談③ 

   １４日（木） 個人面談④ 

   １５日（金） 個人面談⑤ 

   ２６日（火） 開校記念日 

   ３０日（土） 運動会 

 ６月１２日（金） 学校公開 ～１３日・土まで 

   ２２日（月） 水泳指導始 

 ７月 ２日（木） 都学力調査（５年）    

    ３日（金） 保護者会（1・2・3年） 

    ９日（木） 保護者会（4・5・6年） 

   ２０日（月） 終業式 

   ２１日（火） 夏季休業日 ～８月３１日まで 

 ８月２８日（金） 箱根夏季学園（５年）～２９日まで 

 ９月 １日（火） 始業式 

    ２日（水） パラリンピック観戦（４～６年）  

    ３日（木） パラリンピック観戦（１～３年） 

    ４日（金） 夏休み作品展始 ～２３日まで 

   １１日（金） 水泳指導終・水泳記録会（６年） 

   １５日（火） 箱根移動教室（６年）～１８日まで 

   ２９日（火） こどもまつり 

１０月１３日（火） 区連合運動会（６年） 

   １６日（金） 学校公開日 ～１７日・土まで 

１１月 ６日（金） 学芸会（～７日） 

１２月 ５日（土） インターナショナルデー 

    ８日（火） 保護者会（1・2・3年） 

   １０日（木） 保護者会（4・5・6年） 

   ２５日（金） 終業式 

   ２６日（土） 冬季休業日 ～１月７日まで 

 １月 ８日（金） 始業式 

   １６日（土） 防災訓練 

 ２月１９日（金） 学校公開 ～２０日まで 

   ２５日（木） 保護者会（1・3・5年） 

   ２６日（金） 保護者会（2・4・6年） 

 ３月 ３日（水） 巣立ちの会（６年） 

    ６日（土） ６年生を送る会 

   ２４日（水） 卒業式 

   ２５日（木） 修了式 

 

☆予定は変更する場合があります。詳しくは新年度で配   

布される予定表をご覧ください。 

令和２年度の主な行事 
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日 
 

行 事 ・ 予 定 

1 日  

2 月 臨時休校開始 （４月５日まで） 

3 火  

4 水  

5 木  

6 金  

7 土  

8 日  

9 月  

10 火  

11 水  

12 木  

13 金  

14 土  

15 日  

16 月  

17 火  

18 水  

19 木  

20 金  春分の日 

21 土  

22 日  

23 月  

24 火 卒業式（実施）※１ 

25 水 B時程・修了式（実施）※２  

26 木 春季休業始（4月5日まで） 

27 金 
※１ 卒業式は場合によって、保護者の方 

   が参加不可となる場合がありますの 

   でご了承ください。 

※２ 修了式は時間短縮等があります。 

後日詳細についてはがくぷり・ホームペー

ジで情報配信いたします。 

28 土 

29 日 

30 月 

31 火 


